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｢体力づくり」と体育心理学

松井 三 雄

教育のどの分野においても、常に問題とし

なければならないのは、生命体としての人間

であることは、いうまでもない。すなわち、

知能とか､健康とか、体力とかいっても、そ

れは、生きた人間といりものの麹踏の上に立

って、ば慎めて頚塞的毒毒味や側値壷もつも

のであるo

最近声を大にして叫ばれるように左ってい

る「体力づくり」運動は、ややもすると肉体

的能力の向上だけをとりあげている観がない

でもない。これでは、人間不在の体力づくり

とか、競争馬の調教と何らえらぶところがな

いとかと評されてもいたし方がないであるク。

真の体力づくりは、生きた人間の土台の上に

立ち、生活の上に鋤らく体力を目標にしなけ

ればならない。ただ肉体の能力としての体力

は、決して教育の最終目標にはたりえないか

らである。

文部省の數育白書「青少年の健康と体力」

は、青少年の体格は明らかに改善されたが、

走、跳、投などの運動能力がこれにともなっ

て発達していないという事実を指摘し、これ

を問題にしている。この結論に対しても異論

はある，が、かりに体格に相応ｵ．る憧れらの

迎勤能刀の売蓮かみられたと1－‘ても、生＝砿

としての人間からずれば、それは、左だその

一面にすぎたい。広い視野から詮れば、現在

の宵少和に唯、それ以上の重大左アンバラン

スがある。すなわち、肉体的側面の発達と糖

神的側面の発逮との不訂瞬ﾛがこれである。こ

こに問題行動発生の一因も潜んでいるのでは

ある童いか。

この際、肉体次元での体力づくりをすて、

全一体としての人間の上に立った体力づくり

にたちのぼり、心身の調和のとれた青少年の

発達を促進することが急務である。そして体

力づくりを、このような正しい道に引きもど

すことこそ、体育心理学に課せられた、目下

の重要諜趨の一つではなかろうか。
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日本体育学会

第18回大会における

体育心理学専門分科会
シンポジュームによせて

日本大学藤田厚

日本体育学会第18回大会における体育心

理学専門分科会シンポジュームのテーマとし

て、「運動学習に関する諸問題（技術習得過

程におけるイメージの役割）」が取り上げら

れたが、体育心理学専門分科会でシンポジュ

ームのテーマとして連動学習の問題を取り上

げるのは、北大における第16回善、東大

における第17回轄に引続いて今回が5度

目である。

今回のシンポジュームにおいては、京都学

芸大学の末利氏を司会者として、大阪体育大
学の鷹野氏、名古屋大学の勝部氏、順天堂大

学の加賀氏の三氏力漢驍室における結果を基

にして、また、青山学院大学の高村氏がスキ

ー指導における実際的な立場から、それそれ

運動学習においてイメージを用いることの効

果を発表し、討議が行われた。

最初にイメージとは何かという概念規定の

問題について司会者と演者間に意見の不一致

がありその問題について討議が友されたが、

この問題はもつと徹底的に討議されるべきだ

ったと思う。何故ならばイメージに鴎する概

念親定をはっきりして、それを司会者と演者

間、そしてフローアの会員達の間に徹底させ

ておくことがこのシンポジュームの出発点に

当ることで渉,つたのにもか上わらず、それが

不十分であったため、後に続くフローアから

の質問や討議の内容がぼやけた感じがしたか

らである。．

ともあれ、前2回の運動学習に関するシン

ポジュームの内容から考えると、第1回目に

おける学習の概念規定に関する‘意見の不一致：
89.,.,

から出発しても:第2回目に･おける運動学習の：

とらえ方の問壷､そして今回の技術習得過程
におけるイメージの役割というように、運動

学習の取り上げ方が内部過程に関してなされ：
：：

るようになり、イメージを第1信号系､第2
1，．

信号系のいづれに位澄づけるべきかという進．
．』‘．.

うな討議がなされたということは運動学習に

関する研究の方向を示すものとして益だ興味

深く感じられたのである。

さて、今回のシンポジュームにおける四氏

の発表はいづれも運勤学習に頷いてはイメー

ジが重要な役割を果たすものであり、そのイI

メージを学習に際して利用することが効果を

高めるものであること強調してはいたが、イ．
'。ダ

メージの利用の仕方に関して具体的に触れる
・・；

ところが少かつた｡･鈴木氏の発言にもあった、：

ように、これからの運動学習におけるイメーi

ジの織りに関する研究では、どのようにイメ

－ジを利用すれば効果を高めることができる｜

かという実際鰄研究力泌要であり、そうで

なければ､学習の内部過程としてイメージを
取り上げることの意義妙.くなってし玄うだ

ろう。例えば、高村氏力璃キーの実際的指導1

においては、学習者の技術習熟の程度や箱神
．'：..デ ｝

発達の程度に応じてイメ語ジを与えてゆくべ

きだと発言していたが､‘実際の指導の立掲で！
_.？仏。』｡‘q

主観的健荊断して適宜友ｲ〆一ジ指導“しI
得るためにも、学習者の迩肋のイメージがど

の程度形成されてい§か､嶺の頚的内容はど
うなっているかを客観的に知り、また、イメ
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一ジの形成を促進し、その質的内容を改変し

てゆくためにはどうすればよいかなどの実践

的見地からの研究成果に期待したいと思うの

である。運動の習熟形成過程はその運動のイ
ド．、

メージが一般的な漠然としたものからﾈ蹴的
⑥〃･

イメージに変化し、さらにそれが筋感的イメ

ージに変る過程であると考えられるが、これ

からの研究では.イメージの質的変化の過程を

とらえ、その足りない部分を補うようにする

にはどのような方法が最も効果的かというこ

とを解明する必要もあると忠りのである．G

・soR症利用してイメージの形成過程を把・

える勝部氏の方法は秀れたものであるが、矢

張り上述の質的変化をﾅ巴えることは困難を感

じざるを得ないと思われる。その意味ではソ

連で学習者にその持っている運動のイメージ

を詳細に記述させ､それを空間的､力的特徴
に分折し,、その足りない部分を補うための指

導している事実などは大いに参考になると思

う｡､豚と;.、,，

運動学習の内部過程の研究に関する者とし

て私はこの方向に向う研究の発展を心から期

待している者の1人である。

プリントについての感想

．大阪体育大学照野健次

私は今度の学会では第四会場係をあったか

ら、殆んど全日程をこの会場に詰めていた。

それ故、心理部門の発表に関する感想を述べ

るにはうってつけの役柄であった筈なのに、

さあとなると纏った考えが浮んで来たい。勿

論、役務上の黄任で、会場を出たり入ったり
ふ．．｡2、

して、発表拝聴が中断されたり、気持の方も

とかく聴くこと以外にそれるありさ童だった

こともあります。しかし、毎年の感想ですが、

8分の発奏2分の質問で、大体その研究の

要点がつかめる例が極めて少ない。そこで感

想といえばとかく内容よりも一般的雰囲気と

か、態度に関する印象の方が先に来てしまう。

けれども、これは感心したことではないから、

何としても発表内容に向けられた興味が中心

になって懐顧されるような学会でなければな

らないと思う。そこで、ぃ室手許に残された

プリント（実は全発表のプリントを会楊係用

として残しておいたのですが、何かの手違い

で紛失してしまい、た室たま残ったものしか

なく、申しわけないのですが）を読んで勉強

しました。読んでめ〈とそれそれ面白いとこ
01△

ろを発見し、これなら会場そ質問すればよか

ったなどと残念に思う。そこで忠，のだが、

会場での発表を補うことを初めから予想して、

プリントの作成に一段の工夫が望めないもの

だろうか。と言うのは、読んで研究の要点が

つかめるプリントが意外に少ないからである。
．.、5.-.・

た箪資料集又は図表代理にプリントを用いる

に終らせないで、最少限のところ研究のすじ
。、：､j

道がはっきりするような形式で書くようにし

たいものだと思う。とくに、目的とか予想さ

れることが始めに明確に示されているプリン

トは大変醜み易いが、反対に､!目的、方法、
●Tc｜

結果の論理的一貫性が明らかでないプリント

は甚だ読みづらい。わたくしの言いたいこと

はこれだけだったが、ついでにプリントを競

んでいて感じたことを二三書かせていただく。

日本体育大学の長田氏の研究で、ESP得

点がBBT、およびメンゼスとかなり顕著な
.．,：

関連があるという事実です力丸：これは単に生
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体の活動水準の変化と作業成績と言うように

一般化して考えてよいものか、それとも、E

SPは何か特殊な感覚が作用するように受け

とり、したがって、ESP得点が高くなると

いうことの方に、低くなるということよりも、

より力点をおいてこの研究の意味をとってよ

いものかどうか。勿論、事実以上の説明を求

めるわけではないが、研究者はどんな仮説を

もっておられるか知りたいように思った。次

ぎに、調伎氏のスキルの研究は、一部拝聴し

たが、そのときの記憶では、スキルを

adaptabilityとして見ること、お主

びそのための実験計画が念入りであったこと

に印象づけられたが、う.リントを読んでなお

計画をはっきりつかめなかったことが非常に

残念であった。いつかお伺いしたいことの一

つである。同様に、亀井氏の弓道の二項分布

による得点分折も、研究の目的および仮説が

もう少しはっきりわかったら一風興味が湧く

だろうと思う。私の興味は、熟練度の表示の

一方法として、この研究から示唆を受けたの

である。どうなのかもう少し詳しく承りた

い気がする。

以上、名前をあげて、このような不用意な

感想をあえて述べてみたのには理由があり室

す。それは「曲り角」を通して、もう少し赤

裸々に、多少乱暴な批評白蛎想が伝えられる

ようになると面白いと思うからです。そうす

ることによって、問題意識を高める契機にも

なろうし、発表者の言い足りなかった奥底の

も､のを引出すきっかけをつくることにもなる

のではないかと思うのです。失礼なことばか

り述べをしたが、これがプリントを読んでい

て感じた私の感想でした。
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体育心理学研究会総会

例年通り総会を学会大会体育心理学専門分

科会シンポジューム終了後、日生会館におい

て開き室した。

最終日のため出席者は20名ほどでした。

会長挨拶のあと議事に入り、①41年度会

計報告について、②「曲り角」について。

③国際スポーツ心理学会について。④応用心

理学会体育問題研究委員会について。⑤その

他。。を協議し霞した。

会計報告、「曲り角」については、事務局

が積極的に今後活動することで、承認されを

した。

国際スポーツ心理学会については、現在早

急に国内にスポーツ心理挙会をつくることが

困難であるため、個人的に会員になることを

すすめることになり室した。明年メキシコオ

リンピック大会直後ワシントンで第2回大会

がありますが、出席希望者などを集め、学術

会議などに働きかけて補助金の穫得などを考

えていきたいということです。

応心体育問題研究委員会については、経過

報告があったのち応心の会員でなくても、体

育について心理学的研究をしている方に参加

していた壁くこととし、体育心理学研究会会

員は積極的に参加し、発表するようにしては

とい，ことでした。

（近藤）

☆☆☆☆☆☆☆

1968年10月第二回国際スポーツ心理

筆がワシン．トンで開催される。国際スポー
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シ心理学会員になられようとするか並に、

第2回大会に出席され主うとする方のために

1，9，65年4月、ローマで開かれた第一回の

研究発表について鷹野健次氏の『抄録を通し

て見て』（体育の科挙1965年5月号）

より紹介し、同学会の概要をつかんでいただ

．<､ことにした。

．､会はシンポジウム、自由発展、座談会の三

つで榊成され、その各々の内容は下記のよう

なものである。

oシンポジウムの各部門の発表内容

第一識ヨスポーツ活動の糖神生理学

生理学的心理、知覚、学習などに関する分

野であり、卜,レーニングの心理的限界スキ

ルの習得、スポーツ場面における灼境、子供

･におけるボデー・イーメージの正常な発達と感

覚趣助的綴険との関係セカン1ド､ウイン隠

フィットネス・テストの測定学的蝿寸など。：
i･､

｝第二部門スポーツ的格斗の鞘神力学

1情緒・意志、モチベーシ.ヨンなどに関する：

領域であり、スポーツにおける攻激的態度と．

.､罪の意識、試合成績におよぼすモチベーシヨ！

;ンの効果左ど。：

#第三部門スポーツにおける糖神病理謡sよ

；､び心理療法

ドーピングの糖神病理挙.試合直前の異状

興蒋、スポーツにおける感情の表出とその根｝

|#源、スポーツによ"局心理療法など。

|

の可能性、スポーツに対する態度などb

第五部門

海軍、陸軍､空軍のスポーツの心理d

ここに柔道、合気道、空手が自己防衛スポー

ツとして論じられている他登山者の心理な

ども含まれている。

第六部門

青少年の体育活動に対するモチペーシ･ヨン、

青少年における人格特性とグループ内での地

位および運動能力との関係神経症の予防と

してのスポーツ、知的作業およびスポーツに

おける要求水準など、いわゆる教育心理学的

な諸問題。

o自由発表・：

内容は非常に広範囲毛あるが､次のように

大別できるだろう。

一、スポーツ活動のもつ衝動的、強制的な面

のもたらす心理白嬬影響動的実験によ

る比較研究も含まれるおエびその他種

々の情緒的な面に関する研究，

二、スキルの習得おエび神経筋肉的運動の特

性を中心にするもの。

例えばメンタル・リハーサルの効果、スポ
ロ469,

-ツマンの反応時間、試合中の糖神集中度の

測定、図形残効とスポーツ活動、スポーツの

構成要素の研究のための因子分析法の適用も

スポーツ活動におけるパツクシグナルの効果

など。

三、スポーツの臨床的効果および社会心理学

的意義などに関するもの、

スポーツの功罪について批判的な立場から

の研究

四、特定の競技チームの心理調査を中心にし

たもの。

０
■
■
Ｔ
９
６
△
９
６
６
０

！

－ 5－

ｌ
・
学--.一一一..,－－_＝



←

o座談会

一、女子スポーツの心理学

内容は十分には判らないが、背後には女子

に適当なユポーツは何か、あるいばスポーツ

の譲響から女子を譲り扱くことができるか

と言った意識があるようにうかがわれる。

二、科学り一分肢としてのスポーツ心理学

以上であるカミアメリカなどの研究の進ん

だ国ほど研究が分化し、間接的になっており

その他の国では直接スポーツをとりあげてい

るように思われる。

国際スポーツ心理

学会入会について

国際スポーツ心理学会では、国内にスポー

ツ心理学会があるときには、その会員がその

雀上国際スポーツ心理学会の会員に登録され

室すが、現在、日本にスポーツ心理学会があ

り童せんので、個人で入会していた壁くこと

になります。

会員希望の方は、会報と同封した申込書の

必要事項記入の上、事務局にお送り下されば

一括して本部へ送ることにします。

一括して送ります関係上”事務局への期限

は、43年1月51日室でとします。

－6－

編集から

日本体育学会第17回大会を終えて、心理

部門の発表について振り返ってみました。学

会に出席されなかった方には、第1号、第2

号をいっしょにお送りすることになり童して

申し訳なく思っています。明年から、できる

だけ多く刊行したいと考えておりますので、

発表御意見などをどしどしお寄ぜ下さるこ

とを期待し玄す．尚、42年度会費が拳大

会のとき、57名分納入されました。年度会

費200円です。機会があり蚤したら納入し

ていただきたいと思い室す。

（近藤）

に音,f,理学旬卜究会会報

牙役合x西1丁40番地

教育大学体肯学部学研究里

舌（466）7111（代）（内）27


